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の
一
部
改
正

一
日
か
ら
、
戦
傷
病

し
て
い
る
方
で
、
身
体

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

下
し
(
肢
)
ま
た
は
、
体
幹

が
あ
り
、
歩
行
が
著
し
く
困
難

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

E
 
E
 
--

第一
盟E軍軍盤酉

時
金

③
長
浜
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

今
ま
で
は
、
一
頭
ご
と
の
引
き
受
け

加
入
で
し
た
が
、
特
別
の
場
合
を
除
い

で
全
頭
加
入
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
、
共
済
掛
金
の
、
国
庫
負
担
割

合
が
、
多
頭
飼
育
者
に
有
利
な
負
担
率

夏は、体力が弱りがちです。バランスのとれた栄養をとり、

5月の町政日誌 j適当な運動と、十分な休養をとることが大切です。
家族づれで散歩したり、軽い運動をすることは、食欲を増加

iしL、からだの調子を整えることになり一番快適な方法です。
2日 長浜町区長会総会 ; 夏を楽しく過ごしましょう。
8日 交通安全長浜町民大 i 
会

! 9自 衛生スクーリシグ関
校式

15日 中小企業振興資金融 i 
資審査会

21日社協総会
22日 大久保農道災害復旧
工事入札

23白 山口・愛媛両県の共
間管轄区域内におけ

る、小型底引網漁船

の安全操業につし、て

山口県当局並びに漁 i 
業関係者との話し合

い

また、山口と長浜港 i 

を結ぶ、ヘリポート

航路の開設に関する

調査

農業改善事業黒田農

道の竣工検査

30日 5月臨時町議会

に
変
り
ま
し
た

O

L

一
市
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
傷
病
事
故
が
発
生
し
た
と
台
、
一
一

今
ま
で
は
、
一
一
明
ご
と
に
限
度
額
が
あ
弓
昭
和
四
十
一
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

っ
て
、
超
過
分
は
、
そ
の
分
だ
け
農
家
一
一
補
正
予
算

が
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
一
申
昭
和
四
十
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

は
健
康
な
家
畜
の
分
ま
で
使
え
る
こ
と
=
補
正
予
算
と
特
別
会
計
補
正
予
算

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
超
過
す
る
こ
と
=

圧

と

ん

ど

無

く

な

る

も

の

と

、

思

わ

一

陳

構

れ

ま

す

。

す

冷

蔵

庫

の

設

備

費

援

助

の

陳

情

ま
た
、
家
審
共
済
は
、
義
務
加
入
に
一
一
と
れ
は
、
長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組

な

り

ま

し

た

。

一

一
口
長
か
ら
「
設
備
費
援
助
」
の
陳
情
で

④
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
子
。

つ
い
て
の
同
意

②
町
道
前
奥
線
舗
装
の
陳
情

同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
、
門
田
豊
一
一
こ
れ
は
、
前
奥
区
長
か
ら
「
前
奥
線

市
氏
は
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
十
八
日
一
一
の
舗
装
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
陳
情

付
を
以
っ
て
、
任
期
が
満
了
し
ま
し
た
一ミ
一
で
す
。

が
、
町
長
の
再
任
す
い
せ
ん
を
議
会
主
一
い
ず
れ
の
陳
情
も
採
択
し
、
各
常
任

同
意
し
ま
し
た
の
で
、
再
び
、
固
定
資
一

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
門
田
主
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

昌一言一z一言語一一=一一三一一言SEE-ZE--一==一一一吉富一一EEE一一一自主一一z一一三喜一一三一一一===一一宣言霊=一一三一=三喜一三Z一一一百

り
ま
し

国つ

にメ
、ロ朝

ラデの
ジイ涼
オにし
体合い
操わひ
をせと
やてと
り、き

ま楽
ししラ
よくジ
う元オ
。気の

ぜ
ひ規
、貝Ij

軽正
いし
運〈
動夏
をを
し過
たど
いす
もた
のめ
でに
すも

、-「， 

kw 
洗井一手

尽ぶ公主主主公主犬、、おお会会芯ぷ史ミミ交お求公主主次長、ミボミ¥主主ミミミ¥¥注
X
Q

ミ求、ぷ宅、ぶ主主主、
5
5
5
芯点、ミミ¥ぶ
S
S
公¥公会会ミミモ誌、
E
S
ミミおのやま¥父芯公
λ

父母主求、ミ℃いおややや¥¥ミ設のでま¥¥ミヘマミ言、℃¥ぐドミ主、ぃ。

グ
ぼ
く
の
歯
は
ぼ
く
が
守
ろ
う
食
後
の

歯
み
が
ま
で

H

(

中
一
増
旧
幸
徳
)

M

む
し
尚
の
な
い
子
は
明
る
い
え
顔
H

(
小
五
丸
又
ひ
と
み
)

な
お
、
佳
作
に
は
、

N

お
は
よ
う
元

気
な
は
み
が
き
す
る
ヱ
J

H

(

中

一

族

円
恵
子
)

H

よ
い
尚
で
よ
く
か
み
元

気
な
子
μ

(

小
六
寺
田
位
子
)

一
家
そ
ろ
っ
て
的
み
が
き
を
H

(

小
六

菊
地
英
夫
)

ρ

は
み
が
き
す
る
人
を

れ
い
な
煽
H

(

小
五
永
井
け
い
こ
)

に
き
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
標
語
募
集
は
、
出
兄
茂
地
区
の
児

童
生
徒
の
む
し
仰
が
、
全
国
平
均
よ
り

上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
予
防
の
た
め
、

実
施
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
入
選
標
語
は
、
ポ
ス
タ
ー
に

し
て
豊
茂
地
区
内
の
各
家
庭
に
配
布
し

て
、
予
防
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と
に
E

な

り

ま

し

た

。

一

つしよ、ま

0

8

0

@

O

愈

O

@

O

む
し
ば
壱
な
く
そ
う

盟
標
語
入
選
者
き
ま
る
盤

住
民
課
で
は
、

先
般
、
P

む
し
歯

予
防
運
動
H

の一

つ
と
し
て
、
歯
み

が
き
標
語
止
を
、
曲
一
E一

茂
地
区
の
児
童
生

徒
か
ら
募
集
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
立

派
な
標
語
が
、
百

十
五
点
集
ま
り
ま

し
た
。審査
の
結
果
、

一
等
入
選
標
語
は

ρ

寝
る
前
も
家
族
そ
ろ
っ
て
歯
を
み
が

L
F

」
、
竹
ノ
グ

(
小
五

菊
地
昭
子
)

二
等
に
は
、

グ
爾
を
み
が
き
元
気
で
よ
い
子
に
な
り

ま
し
ょ
う
d

(

小
六
若
本
洋
子
)

ρ

健
康
な
家
庭
は
歯
み
が
き
励
行
。

(
小
六
坂
井
輝
子
)

三
等
に
は
、

μ

歯
を
み
が
き
強
く
白
く
て
き
れ
い
な

歯

グ

(

小

六

水

本

博

之

)
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在日朝鮮人

赤
痢
が
流

や
っ
て
き

ま
し
た
。

太
陽
の
強
い
直
射
は
、
で

き
る
だ
け
さ
け
、
赤
痢
な

ど
の
伝
染
病
を
予
防
す
る

手
洗
を
励
行
し
一

日
本
脳
炎
や
.

た
め
に
、

ま
し
ょ
う
。

現
行
の
一
請
は
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
十
二
日
一
時
期
を
指
定
し
て
通
知
い
た
し
ま
す
。
一

帰
還
協
定
一
ま
で
に
帰
還
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
↑
(
こ
の
場
合
、
帰
還
船
の
定
員
の
関
係
一

は

、

こ

と

一

門

受

理

凶

一

で

、

必

ず

、

希

望

し

て

い

た

時

期

が

指

一

し
の
、
十
一
帰
還
申
請
は
、
町
役
場
の
受
け
付
け
一
定
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
o

)

一

一

月

十

一

一

一

の

係

員

が

申

請

者

に

面

接

し

、

申

請

者

一

門

延

期

凶

一

臼
で
、
終
一
本
人
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
、
そ
の
人
の
一
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
帰
還
希
望
時
一

了
す
る
と
一
真
意
に
基
づ
〈
申
請
で
あ
る
こ
と
を
確
一
期
は
、
旅
行
が
困
難
な
山
内
気
、
ま
た
は
一

と
に
な
り
一
認
し
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
関
係
主
間
一
交
通
事
故
・
火
災
等
の
、
り
さ
い
に
よ
一

ま
し
た
の
一
類
を
点
検
し
た
ラ
え
で
、
受
理
す
る
と
一
る
場
合
に
限
っ
て
、
一
定
期
間
の
延
期
一

で
、
帰
還
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
か
の
事
由
で
一

を
希
望
さ
一
従
っ
て
、
こ
の
手
続
に
よ
ら
な
い
帰
一
は
、
延
期
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

れ

る

方

は

↑

還

申

請

は

、

す

べ

て

、

無

効

で

す

。

一

門

参

考

凶

一

早

固

に

手

一

門

締

切

一

日

↑

昭

和

四

十

二

年

八

月

十

三

日

以

降

は

、

一

続
を
し
て
一
帰
還
申
請
の
受
け
付
け
は
、
昭
和
四
一
各
地
の
入
国
管
理
事
務
所
に
行
か
れ
て
一

く
だ
さ
一
十
二
年
八
月
十
二
日
(
土
)
午
前
中
で
一
出
国
証
明
書
の
発
給
を
受
け
、
出
国
す
一

ぃ

。

一

締

切

り

ま

す

。

一

る

出

入

国

港

で

、

入

国

審

査

官

か

ら

、

一

門

申

請

望

門

通

知

〕

一

出

国

証

明

書

に

出

国

の

証

印

を

受

け

、

一

帰
還
申
一
申
請
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
帰
還
個
別
に
帰
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

嬬還事続器量皐く
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ち

は

。

一

ジ

ョ

ン

は

ど

5
で
し
ょ
う
。

高
藤
見
晴
ら
し
が
、
万
点
で
す
。
一
高
藤
航
空
灯
台
に
登
り
ま
す
と
、
実

ー
ー
灯
台
で
の
お
仕
事
は
。
一
に
す
ば
ら
し
い
な
が
め
で
、
松
山
、
瀬

高
藤

ν
ン
ズ
を
み
が
い
た
り
、
灯
機
一
戸
内
海
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
、
石
槌

モ
ー
タ
ー
の
手
入
、
給
油
な
ど
で
す
。
一
連
峰
ま
で
見
え
、
非
常
に
な
が
め
の
よ

ー
ー
い
ま
ま
で
、
灯
台
も
り
を
し
て
こ
一
い
と
こ
ろ
で
す
。

ら
れ
て
、
の
思
い
出
は
ど
ん
な
も
の
が
一
で
す
か
ら
、
将
来
は
、
観
光
道
路
が

困

る

落

書

き

一

あ

り

ま

す

か

。

一

で

き

る

こ

と

を

望

ん

で

い

ま

す

。

|
|
長
浜
町
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
か
ら
一
高
藤
ち
ょ
う
ど
、
灯
機
の
子
入
を
し
一
私
も
、
航
空
灯
台
を
約
二
十
年
間
ま

下
界
を
見
お
ろ
さ
れ
る
と
き
の
お
気
持
ム
て
い
た
と
き
に
、
長
浜
の
大
火
が
あ
り
一
も
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
、
空

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
今
で
も
一
を
旅
す
る
方
の
安
全
を
祈
る
気
持
で
一

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
l
灯
台
主
寸
る
た
め
の
、
お
一
ー
ー
で
は
、
こ
の
辺
で
:

困
り
の
点
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
ど
う
も
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が

高
藤
最
近
は
、
山
登
り
ブ
i
一
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ム

で

非

常

に

多

く

の

人

た

ち

が

一

O

i

o

登
っ
て
き
ま
す
が
、
灯
台
の
上
一
参
考

へ
あ
が
っ
て
電
球
や
、
モ
i
タ
一
足
山
部
落
か
ら
、
足
山
の
航
空
灯
台

ー
な
ど
に
落
書
き
ム
守
さ
れ
る
の
十
ま
で
、
小
さ
な
道
が
あ
り
、
徒
歩
で
、

で
、
こ
れ
に
一
番
因
っ
て
い
主
一
約
三
十
分
で
す
。

す

。

一

一

ま

た

、

無

事

喜

地

か

ら

も

行

く

こ

と

一
が
で
き
、
徒
歩
で
、
約
十
五
分
。
一

空

を

旅

す

る

方

の

一

一
無
事
喜
地
か
ら
は
、
道
が
け
わ
し
く

一
助
と
し
て
:
ご
般
の
方
は
、
少
し
無
理
で
す
。

1
i
最
後
に
、
高
藤
さ
ん
の
γ
一
な
お
、
身
の
軽
い
方
で
な
い
と
、
航

空

灯

台

の
、
は
し

ご
十
五
メ

ー
ト
ル
は

な
か
な
か

登
れ
ま
せ

ん。(
足
が
ガ

ク
ガ
ク
し

だ

し

ま

す
)

赤
色
の
方
が
普
通
の
千
ワ
ッ
ト
で
す
。

|
|
電
球
の
大
き
さ
は
。

高
藤
千
ワ
ッ
ト
が
二
つ
で
す
。

ー
!
こ
の
灯
台
の
高
さ
は
、
何
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
か
。

高
藤
十
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

(二)

一一L
一一m
u
H
4
H
H
十日目

一一一

B
一一一
-

j

J

E

L

Z

E

一
(
一
一
一
一
一
そ
の
陰
に
は
、
風
雪
を
お
か
し
て
二

一
一
一
三
十
年
間
、
航
空
灯
台
を
守
り
つ
Y
け
て

=
一
一
一
三
一
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
、
大
字
戒
川
の
樫

谷
に
住
ま
わ
れ
る
高
藤
正
盛
さ
ん
で

す。
そ
こ
で
、
高
藤
さ
ん
に
、
航
空
灯
台

も
り
二
十
年
の
話
を
、
足
山
の
現
地
で

労務?iiíØj勿グ~~
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ヮb
こじ

し
航

ら

の

手芸見時

山

tJ.主

55後~級協

ミ
ミ
奇書

総務~j{{{f$ß認後

足

tt~ 'tJ. 平属彊主主(毎月 1回発行)

写真下=瀬戸を背に灯機の手入れ

をする高藤さん (6月5日

望楼で撮影〉
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農
家
住
宅
は
、
建
坪
の
四
@
五
倍
の

ほ
か
に
、
農
業
に
必
要
な
施
設
を
加
算

で
き
ま
す
。

な
お
、
農
業
施
設
(
農
業
倉
庫
、
そ

の
他
農
業
を
経
営
す
る
上
に
必
要
な
建

物
)
は
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
は

知
事
の
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

工
場
お
よ
び
、
付
属
施
設
は
、
建
坪

④
建
築
施
設
の
配
置
と
、
隣
地
の
利
用

の
説
明
図

①
申
請
土
地
が
、
土
地
改
良
区
の
地
区

内
に
あ
る
場
合
は
、
土
地
改
良
区
の

意
見
書

@
資
金
調
達
の
証
明
(
一
級
住
宅
の
場

合
ば
不
要
)

mw
申
請
土
地
の
位
置
図

農
地
を
宅
地
に

転
用
す
る
場
合

自
分
の
農
地
を
宅
地
に
転
用
す
る
場

合
や
、
農
地
を
購
入
し
て
宅
地
等
に
転

用
す
る
場
合
は
、
い
ず
れ
も
、
申
請
書

⑦
法
人
ま
た
は
、
団
体
に
あ
っ
て
は
、
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
州

法

人

受

記

抄

本

コ

干

J
-
M
U
2「
吋
J

ゆ

定
款
ま
た
は
規
約

n
u
一

ヱ

可

乳

Fr投

F
4
-
F
1
1
L
「

a
7
F
J
「』

F
4
5
L

議

決

書

ノ

ム

」

1

l

l

f

t

〈

I
E，乙可

決
定
書

⑨
建
築
物
の
見
積
書
、
図
面

⑬
隣
地
の
同
意
書

wv
キ
ッ
プ
は
地
元
の
駅
で

同
じ
金
を
落
と
す
の
で
あ
れ
ば
‘
地

元
の
駅
へ
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

往
復
キ
ッ
プ
を
買
い
ま
し
ょ

5

①
農
業
生
産
力
の
高
い
農
地

一
指
定
券
(
新
幹
線
特
急
券
、
寝
台
券

①
土
地
改
良
事
業
の
公
共
投
資
の
対
象
「産
席
券
)
は
‘
長
浜
駅
で
買
い
ま
し
ょ

と

な

っ

た

農

地

円

。

①
農
地
が
集
団
的
に
存
在
し
て
い
る
由
民
一
一
お
ら
が
駅

地

一

一
キ
ッ
プ
を
買
う
の
も

自
分
の
農
地
を
転
用
す
る
人
ま
た
は
一
一

お

ら

が

駅

農
地
を
購
入
し
て
転
用
す
る
人
は
双
方
一

一
絡
に
書
類
を
作
っ
て
農
業
委
畠
会
に
す
物
品
税
の
免
除
が
受
け

お

い

で

く

だ

さ

い

。

ら

れ

ま

す

と
と
し
の
、
三
月
一
日
か
ら
、
戦
傷

転
用
で
き
な
い
農
地

〆
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病
者
の
自
動
車
に
、
物
品
税
・
自
動
車
一
~
I
l
l
i
-
-
品

γ
+
2

税
@
軽
自
動
車
税
お
よ
び
、
放
送
受
信
一
一
会

h
h出
1
目
目
H
F

料
な
ど
の
減
税
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ト
」
ニ
て
サ

A
品
川
1
J
J

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

一

本

J
編
集
革
担

門
物
品
税
の
免
除
M

Z

ー

国

足
ま
た
は
、
体
が
不
自
由
で
あ
る
た
コ

め
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
、
戦
傷
病
者
一
。
一
ア
レ
ピ
が
急
に
普
及
し
始
め
た
の

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
が
、
自
一
一
は
、
昭
和
三
十
六
年
頃
か
ら
始
ま
1
て

動
車
を
購
入
す
る
場
合
。
一
昭
和
三
十
九
年
が
ピ
ー
ク
で
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
ご
ろ
は
、
テ
レ
ビ
の

門
手
続
凶

資
格
者
が
、
自
動
車
を
購
入
す
る
場
一
一
あ
る
家
に
「
今
夜
い
い
番
組
が
あ
る
の

合
、
税
務
署
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
物
一
一
で
す
が
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
が
」

品
税
特
殊
用
途
免
税
物
品
購
入
資
格
証
一
一
と
、
こ
と
わ
っ
て
、
見
せ
て
い
た
だ
い

明
書
」
と
、
知
事
の
「
購
入
資
格
証
明
U

た
も
の
で
す
。

書
」
と
を
添
え
て
、
自
動
車
販
売
業
者
一
一
と
こ
ろ
が
、
七
年
過
ぎ
た
今
で
は
、

に

提

出

す

る

こ

と

。

一

一

町

内

で

は

、

約

八

十

五

Mm
の
普
及
に
な

そ
の
ほ
か
、
「
免
除
を
受
け
る
こ
と
一
一
り
ま
し
た
。

が
で
き
る
者
」
や
、
「
免
税
の
対
象
と
=

な
る
自
動
車
」
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
一
一

住
民
課
社
会
係
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ニ

V
国

民

年

金

の

保

険

料

一

一

免

除

制

度

一

一

国
民
年
金
は
、
毎
月
二
百
円
お
よ
び
-
一

二
百
五
十
円
の
保
険
料
で
、
老
後
の
し
一
一

あ
わ
せ
を
積
み
あ
げ
て
い
き
ま
す
が
、
配

万
て
病
気
や
、
災
害
の
た
め
、
保
険
一
…

料
を
か
け
て
ゆ
く
の
が
む
ず
か
し
い
と
引

い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
一
一

の
免
除
申
請
を
す
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
一
一

免
除
の
手
続
を
し
な
い
で
、
掛
け
金
一
一

を
、
一
か
年
分
で
も
休
み
ま
す
と
、
も
一
一

し
、
病
気
や
、
け
が
で
、
体
が
不
自
由
一
一

に
な
っ
た
り
、
夫
と
死
別
し
た
り
し
て
Z

母
子
世
帯
に
な
っ
て
も
、
年
金
を
受
け
一
一

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

一

一

な
お
、
免
除
申
請
は
、
七
月
十
五
日
一
一

ま
で
に
、
住
民
課
年
金
係
に
連
絡
の
上
一
一

手

続

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

年

月

し 7こございま甲つがとりあ

件

寄

付

者

氏

名

目

当
時
、
テ
レ
ピ
の
あ
る
家
に
対
し
て

テ
レ
ピ
を
買
っ
て
い
な
い
者
は
、
「
あ

し
と
は
、
金
持
じ
ゃ
け
ん
の
お
」
と
い

っ
て
い
た
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
七
年

を
経
た
今
日
で
は
、
こ
れ
が
逆
に
な
り

テ
レ
ビ
の
な
い
家
庭
は
、
P

変
物
H
と

い
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
時
代
の
う
つ
り
か
わ
り
と
、

い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
e
a
e
-
-
。

〈
V

七
月
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ゆ
も
終

わ
り
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え
ま
す
。

二
十
日
は
、
土
用
の
入
り
で
す
。
こ

の
日
か
ら
盛
夏
に
は
い
る
わ
け
で
す
。

な
に
は
お
い
て
も
土
用
の
虫
干
を
お
忘

れ
な
く
。

。
二
十
四
日
は
、
土
用
の
う
し
の
日

で
す
。
ρ

暑
さ
で
い
た
め
つ
け
ら
れ
た

体
力
回
復
に
、
脂
肪
分
を
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
ょ
う
H
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
こ

の
日
が
き
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

A
を
た
く
さ
ん
合
ん
で
い

る
タ
7

ゴ
、
パ
タ
l
、

V
パ
ー
な
ど
を

こ
の
自
に
か
ぎ
ら
ず
、
暑
さ
に
負
け
な

い
た
め
に
、
つ
と
め
て
食
べ
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

A
V
水
遊
び
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

水
泳
に
行
か
せ
る
と
き
は
、
必
ず
、
場

所
と
、
時
間
と
、
グ
ル
ー
プ
の
名
前
を

聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
聞
か
れ
る
と
い

5
こ
と
だ
け
で

も
、
子
供
な
り
に
、
責
任
を
感
じ
て
、

む
て
っ
ぽ
う
な
こ
と
は
し
な
く
な
る
も

の
で
す
。

そ
し
て
、
帰
宅
予
定
時
聞
は
、
必
ず
聞

い
て
お
含
ま
し
ょ
う
。
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